

















するものが多かった．例えば Lev and Sougiannis（1996）は，本来は費用処理されている研究開発投
資の額を資産計上し，それが 5年で償却されたと仮定したうえで，将来利益の額との関連性を検証し，






































める．さらに企業情報は，「第 1　企業の概況」，「第 2　事業の状況」，「第 3　設備の状況」，「第 4　










































































































2）　サンプルに含まれる業種ごとの企業数は，化学 136社，医薬品 31社，ゴム 10社，窯業 38社，機械 160社，電気機




4）　Rのバージョンは 3.2.3（2015-12-10），RMeCabのバージョンは 0.99993 for R-3.2.3を用いている．RMeCabで文章を
形態素に分割するために用いる辞書は，メインとなるシステム辞書に naist-jdic for mecab（naist-jdic-0.6.3b-20111013）

















































順位 化学 医薬品 ゴム 窯業 機械 電気機器 自動車 精密機器
1 開発 開発 開発 研究開発 開発 開発 開発 開発
2 研究開発 研究開発 研究開発 開発 研究開発 研究開発 研究開発 研究開発
3 技術 試験 技術 技術 技術 技術 技術 技術
4 製品 当社 製品 事業 事業 製品 製品 事業
5 事業 承認 事業 製品 活動 事業 活動 製品
6 分野 治療 ゴム 活動 当社 当社 当社 システム
7 材料 活動 当社 当社 製品 活動 事業 当社
8 当社 米国 活動 年度 年度 システム 部品 活動
9 機能 フェーズ 年度 連結会計 連結会計 対応 商品 年度
10 活動 研究 研究 分野 対応 機器 対応 装置
11 研究 事業 部品 商品 装置 市場 年度 連結会計
12 新規 申請 分野 グループ システム 年度 連結会計 機能
13 年度 販売 連結会計 関連 市場 分野 自動車 機器
14 対応 年度 材料 研究 グループ 連結会計 システム 分野
15 市場 日本 量産 材料 研究 機能 環境 関連
16 連結会計 連結会計 グループ 環境 関連 グループ グループ 可能
17 関連 遺伝子 樹脂 製造 商品 装置 性能 実現
18 環境 対象 自動車 対応 分野 実現 技術開発 対応
19 グループ 医薬品 機能 機能 機能 関連 エンジン グループ
20 塗料 製品 商品 耐火物 加工 可能 研究 市場
21 用途 技術 中心 性能 環境 商品 採用 研究
22 樹脂 DNA 環境 コンクリート 機器 部門 ニーズ シリーズ
23 部門 領域 対応 市場 シリーズ 環境 量産 使用
24 新製品 一般名 セグメント 中心 ニーズ シリーズ 燃費 検査
25 研究所 治療薬 メーカー 工法 部門 研究 安全 成果
26 商品 臨床 市場 部門 機械 性能 機能 商品
27 ニーズ 細胞 関連 セラミックス セグメント 制御 材料 製造
28 展開 グループ 新規 施工 製造 セグメント 市場 測定
29 製造 適応 コンパウンド セグメント 次 ニーズ 実現 発売























































































年では 714語であった総単語数も，2016年には 4,491語に達している．文章の豊かさを表す TTRは
これと同様の動きをしている．両者の特性を探るために変化の方向が異なる 2つの期間に着目して
検討する．まず 2007年から 2008年にかけては，総単語数は 1,766語から 1,736語へと 30語減少し
ているのに対して，TTRは 5.418から 5.482へと 0.064増加している．情報内容のベンチマークとし
て項目数を用いるとき，同時期に 19項目から 25項目へと 6項目増加していることから判断すると，
TTRの方が情報内容を適切に描写している．また 2010年から 2011年にかけては，総単語数が 3,190
語から 2,797語へと 393語減少する一方，TTRは 5.358から 5.656へと 0.297増加している．この間







































































水準を維持している．また TTRについても，2004年の 2.165から 2010年には 1.964へとわずかに減
少し，その後は同様の水準となっている．両者の動きはほぼ同じである．
2004年，2005年，2006年に着目すると，情報内容の多さを示す項目数は 3のままであるが，総単














・事業セグメント別の成果 : ① AVCネットワーク :研究体制，研究成果（7）,　②アプライアンス :研究体制，研





・事業セグメント別の成果 : ① AVCネットワーク :研究体制，研究成果（3）,　②アプライアンス :研究体制，研





・事業セグメント別の成果 : ① AVCネットワーク :研究体制，研究成果（3）,　②アプライアンス :研究体制，研





・事業セグメント別の成果 : ① AVCネットワーク :研究体制，研究成果（4）,　②アプライアンス :研究体制，研





・事業セグメント別の成果 : ① AVCネットワーク : 研究体制，研究成果（4）,　②アプライアンス : 研究体制，研





・事業セグメント別の成果 : ①デジタル AVCネットワーク :研究体制，研究成果（3）,　②アプライアンス : 研究





・事業セグメント別の成果 : ①デジタル AVCネットワーク :研究体制，研究成果（3）,　②アプライアンス :研究





・事業セグメント別の成果 : ①デジタル AVCネットワーク : 研究体制，研究成果（3）,　②アプライアンス : 研究
体制，研究成果（2），③電工・パナホーム : 研究体制，研究成果（2），④デバイス : 研究体制，研究成果（2），⑤




・事業セグメント別の成果 : ①デジタル AVCネットワーク : 研究体制，研究成果（2）,　②アプライアンス :研究
体制，研究成果（2），③システムコミュニケーションズ : 研究体制，研究成果（2），④エコソリューションズ : 研
究体制，研究成果（3），⑤オートモーティブシステムズ : 研究体制，研究成果（1），⑥デバイス : 研究体制，研究




・事業セグメント別の成果 :① AVCネットワークス :研究体制，研究成果（2）,　②アプライアンス : 研究体制，





・事業セグメント別の成果 : ①アプライアンス :研究体制，研究成果（3），②エコソリューションズ :研究体制，





・事業セグメント別の成果 : ①アプライアンス : 研究体制，研究成果（3），②エコソリューションズ : 研究体制，





・事業セグメント別の成果 : ①アプライアンス : 研究体制，研究成果（3），②エコソリューションズ : 研究体制，












期間を対象に検討する．2014年から 2015年にかけては，総単語数が 356語増加，TTRが 0.061の減
少となっている．同期間での項目数は 3項目の減少である．また，2015年から 2016年にかけては，




































（付記）本研究は JSPS科研費（若手 B：研究課題番号 17K13833）の助成を受けたものです．
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The Content Analysis of R&D Activities in YUKASHOUKENHOUKOKUSHO
Yu ISHIMITSU
ABSTRACT
This paper examines how to capture a feature of sentence which manager describe about R&D. From a comparison 
between tokens（number of words）and TTR（types token ratio）, the latter is better proxy of richness of sentence.
